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ことしも元気で
〈写真一今金小百合保育園の子どもたち〉
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選
爵
龍

き竺竺

一
般
会
計

第4固定
例町議会

一
十
五
億
三
千
万
円
に

第
四
固
定
例
町
議
会
は
十
二
月
十
五
十
六
日
の
二
日
間
聞

か
れ
、

一
般
会
社
制
正
予
針
、
町
職
員
給
与
条
例
的
改
正
な
ど

議
案
九
件
を
得
議
L
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
う
り
可
決
し
ま
し
f.。

ま
た
、
決
算
特
別
委
以
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
五
十

一
年
広
科
会
汁
議
入
光
州

出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
子
、

こ
の
談
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈〉

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
脱
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
八
行
十
七

万

一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
納
は

二
十
五
倍
三
千
五
百
二
十
七
万
八
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
町
は
、

町
職
員
の

a
F
 

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
切
に

一
千
九
百

三
十
川
万
五
千
円
‘
老
人
医
療
扶
助
叫
H

h
行
問
+
九
万

一
千
円
、
的
W
4場
南
通

り
線
改
良
工
恨
合
凶
宵
二
十
万
円
、
絵

山
広
域
消
防
組
合
負
抱
金
三
百
十
万
六

千
円
、
宮
町
下
儲
架
換
工
事
品
目

一百
二

十

一
万
円
、
全
日
陣
地
区
内
肱
地
開
発

e

事
業
内
野
辺
民
間
金
百
七
十
七
万
一一

千
問
、
国
常
土
地
改
良
悦
主
訓
査

委
託
料
宵
万
円
、
町
内M
業
開
発
協

議
会
負
抱
金
百
二
十
二
万
円
、
保

育
所
備
品
購
入
資
百
五
十
万
円
、

季
節
労
働
章
塙
労
対
策
れ
金
百
二

十
万
円
、
今
ム
孟
民
路
レ
コ
ー
ド
製

作
委
託
料
六
十
万
肉
、
数
民
住
宅

政
修
工
事
八
十
万
円
、
学
校
給
食

賀
補
助
金
百
十

一
万
三
千
同
な
ど

待
望
の
保
育
所
が
完
成
し
回

月
か
ら
九
十
人
の
児
童
を
保
育

川11川11111111川制H川州川111川111州川111

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
束
第
三
水
路
工
災
山
下
一回復
旧

工
作白
ほ
か
二
千
八
宵
九
十
三
万
六
千
円

な
ど
が
減
制
さ
れ
ま
し
え

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
町
似
h
千
三

百
三
十
方
向
、
池
方
交
付
税
三
千
二
百

二
十
八
万
二
千
円
、
自
五
則
車
取
得
税
交

付
金
七
育
七
十
七
万

一
千
円
な
ど
が
見

込
ま
れ
、
同
時
支
出
金
六
千
五
百
八
十

二
万

一
千
円
が
減
仰
さ
れ
ま
し
た
。

。
由
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘
定
補
正

予
算
保
険
給
付
代
二
百

二
十
九
万
川
千
円

人
件
刊
に
七
十
六
万
ム
千
円
な
ど
が
追

加
さ
れ
.
予
算
総
品
聞
は
阿
倍
一
千
三
十
円

六
十
四
万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
聖
疋
補
正

予
算
薬
品
的
立
ど
の
材
料
刊
に
ゐ
下
七
百

九
万
円
、
人
件
刊
に
千
附
円
六
ト
七
万

凶
千
円
、
医
業
経
代
に
六
円
三
十
八
万

六
千
円
が
追
加
さ
れ
.
支
出
総
制
は
五

億
二
千
円
白
二
十
万
九
干
円
に
な
り
ま

し
た
。

ーーー-

こ
町
議
会
で
町
政
に
対

し
て
四
議
員
か
ら

一
般
質

問
が
あ
り
、
町
長
と
教
育

長
が
回
答
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
次
の
と

お
リ
で
す
.

。
米
の
減
反
政
策
、
農
産

価
格
の
不
安
定
に
あ
る
経

漬
情
勢
の
な
か
で
、
今
後
本
町
に
お
け

る
農
嘆
の
長
期
的
動
向
と
振
興
策
は
目

米
を
住
と
し
た
作品
特
肱
業
を
持
続
す
る

た
め
に
も
、
ま
ず
立
ち
遅
れ
て
い
る
脱

業
法
盤
の
鴨
川
川
を
促
進
す
る
と
と
も
に

計
画
的
な
輪
作
態
形
の
中
か
ら
ど
の
よ

う
な
作
物
で
も
作
れ
る
土
壌
づ
〈
リ
に

努
め
る
。
ま
た
、
民
用
地
開
発
的
推
進

〈
〉
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

川
州
持
管
鹿
山
口
に
三
十
八
万
円
、
人
件

刊
に
間
十
ヒ
万
間
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
制
は
二
千
八
百
九
十
出
万
八
千

に
よ
り
土
地
円
高
度
利
用
を
拡
娠
し
‘

民
業
人
口
町
F

キ
M
を
固
り
た
い
。

。
最
近
は
経
済
高
率
の
み
を
追
求
し
た

農
地
造
成
や
植
林
意
肢
の
低
下
が
自
然

環
境
を
著
し
〈
破
壊
し

τい
る
よ
う
だ

が
、
災
害
時
を
考
え
合
せ
河
川
の
全
面

改
修
や
環
境
の
保
全
、
培
養
に
努
め
る

べ
き
だ
が

i
開
発
行
為
等
に
つ
い
て
は

道
か
ら
指
導
を
受
け
て
対
処
し
て
い
る

が
、
成
薬
汚
染
、
官
町
産
八
ム
ド
一
。
u
J
U
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
だ
け
に
、
今
後
十
分
に

ニ
的
問
地
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
e

O
農
業
地
域
の
均
等
の
と
れ
た
開
発
塗

備
の
考
え
は

1
土
地
法
税
特
備
な
ど
に

お
い
て
も
地
域
住
民
の
桁
極
的
な
参
加

と
理
解
や
伴
む
が
ら
健
全
主
土
地
を
造

円
に
な
り
ま
し
た
。

。
町
税
条
例
の
一
部
改
正

間
定
資
枠
鋭
的
年
続
日
制
が
三
千
円
未

満
的
場
合
は

一
期
に
全
額
を
納
付
し
て

も
ら
う
こ
と
に
主
り
ま
し
た
@

〈
〉
町
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
同
家
公
務

μの

給
与
改
日
正
に
準
じ
て
、
町
峨
H
H
の
給
料

が
改
首
さ
れ
ま
し
た
。
マ
VV

川
悦
半
初
任

給
は
七
万
四
千
へ
向
円

(阿
干
六
百
円

の
引
上
げ
)
マ
知
大
半
初
任
給
で
七
万

九
千
三
千
円
(
五
千
円
の
引
上
げ
)
マ

大
弔
半
初
任
給
は
八
万
八
千
円
(
五
千

五
百
円
円
引
上
げ
)

。
監
査
委
員
の
選
信

任
期
満
了
に
伴
い
公
有
陸

一
さ
ん

(
純
川
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

( 2 ) 

¥戸

成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
土

地
利
用
に
あ
た
っ
て
も
経
済
性
を
勘
案

し
、
地
域
に
適
し
た
作
凶
日
を
選
ぴ
主
が

ら
生
産
を
向
め
て
い
き
た
い
。

。
世
代
聞
の
断
絶
が
広
が
る
中
で
、
物

的
福
祉
政
策
に
併
行
し
て
精
神
的
福
祉

施
策
の
推
理
か
必
要
で
あ
り
、
老
人
の

た
め
に
敬
老
宣
言
の
町
を
実
施
す
る
考

え
は

l
ご
指
摘
の
通
り
老
人
は
敬
愛
さ

れ
‘
か
つ
健
全
で
や
す
ら
か
な
生
活
を

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
老
人
を
と
り
ま
く
世
代

の
結
び
つ
き
を
深
め
る
よ
う
主
精
神
的

要
素
を
機
会
あ
る
ご
と
に
進
的
、
よ
り

明
る
い
生
活
現
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

。
道
が
実
施
す
る
老
人
医
療
費
の
六
+

五
歳
以
上
無
料
化
は
多
種
の
制
限
に
よ

り
対
象
者
が
限
定
さ
れ
る
が
、
町
と
し

て
の
配
意
は

l
本
町
の
六
十
五
歳
以
上

向
老
人
は
九
百
二
十
二
人
、
う
ち
六
十

五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
は
三
百
三
十

三
人
で
‘
今
刷
制
限
付
で
事
泌
さ
れ
る

と
対
象
は
わ
ず
か
十
人
位
院
と
思
う
。

一一
月
市
拝
施
ま
で
に
具
体
的
な
事
頑
が
決

っ
た
段
階
で
検
討
し
た
い
。

。
小
中
学
生
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対

策
と
し
て
ス
ケ
ー
ト
練
習
場
を
設
置
す

る
考
え
は
l
zA
也
、
相
一
省
、
吹
雪
な
ど

の
気
象
条
件
が
悲
く
件

ua而
で
凶
雌
べ

現
在
ス
ケ
ト
に
変
わ
る
ミ
一
一
ス
キ
ー

も
普
及
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
実
態
を

調
査
し
て
検
討
し
た
い
。

〈
〉
美
利
河
ダ
ム
建
設
に
伴
う
移
転
者
の
町
の
休
耕
配
分
誘
噂
方
法
と
余
剰
労
働

対
応
策
と
し
て
生
活
、
職
業
指
導
、
住
力
の
就
労
特
別
対
策
は

L
血
が
受
け
入

宅
用
地
の
毒
威
な
ど
を
配
慮
す
る
具
体

れ
た
減
反
而
桁
で
の
傾
斜
配
分
に
な
る

策
は

1
住
み
な
れ
た
部
落
か
ら
移
動
す
と
三
五
%
の
休
耕
を
余
儀
な
く
さ
れ
苦

る
こ
と
は
大
変
主
こ
と
立
の
で
、
住
民
慮
し
て
い
る
。
町
内
川
リ
当
て
に
あ
た

の
な
向
を
十
分
配
服
し
て
取
り
逃
め
て

っ
て
は
十
分
地
域
内
事
仙
、
生
産
性
的

い
る
。
現
段
階
で
は
、
住
宅
団
地
に
入
問
題
も
議
し
な
が

均
休
耕
君
主
製

り
た
い
人
二
十
一
戸
、
美
利
河
に
札
肘
節
し
た
い
。
ま
た
土
地
所
有
者
が
耕

を
十
五
戸
、
美
利
河
内
公
住
に
が
六
戸
、
作
し
む
い
水
田
に
対
し
て
も
自
主
休
耕

公
務
只
関
係
で
十
三
戸
、
そ
の
他
六

戸

を

促

進

し
、
個
々

の
実
的
基
踏
ま
え
な

と
大
半
は
町
内
に
と
ど
ま
り
た
い
な
向
が
ら
円
滑
に
湖
特
し
た
い
。
転
作
に
よ

な
の
で
、
補
償
代
等
の
諸
条
件
と
A
H
わ
る
股
家
円
余
剰
労
力
は
従
来
的
季
節
労

せ
て
万
全
を
図
り
た
い
。
ま
た
砂
転
働
対
策
を
強
化
し
主
が
ら
前
向
き
に
取

対
象
外
的
常
脱
者
に
も
十
分
配
肥
し
て
り
進
め
た
ぃ
。

い
き
た
い
。

〈〉
町
に
お
い
て
六
十
八
歳
ま
で
の
年
齢

。
水
田
利
用
の
再
編
成
対
策
に
伴
う
本
引
き
下
げ
を
行
い
、
道
の
基
準
で
実
施

マ
町
外
者
に
よ
る
事
故
が
妾
党
し
、
そ
マ
米
町
生
陀
F

謝
幣
は
死
活
問
題
、
悶
配

の
た
め
に
父
泊
脱
制
が
強
化
さ
れ
て
は
分
を
流
動
的
に
受
け
入
れ
る
の
か

1
首

悶
る

1
死
亡
下
放
の
多
い
住
吉
附
近
は
内
全
町
で
も
強
力
に
対
処
し
て
い
る
。

四
十
J
制
限

3
6し
た
い

(符
桜
判
)

マ

町
会
的
回
手
多
す
ぎ
る
。
各
戸
郵

a

送
が
で
き
な
い
場
合
は
、
週

一
回
を
厳

守
し
て

l
内
部
取
り
ま
と
め
十
分
配
慮

し
て
い
く
。

事
故
の
多
い
国
道
改
修
な
ど

部
落
町
内
会
長
会
議
で
要
望

部
落
町
内
会
長
会
議
は
、
十
二
月
十

九
日
消
防
庁
舎
に
約
七
十
人
の
代
表
が

集
ま

っ
て
聞
か
れ
ま
し
九

会
議
で
は
、
多
発
す
る
夜
通
事
故
に

対
し
て
‘
北
絵
山
野
山
M

判
長
か
ら
、
と

く
に
死
亡
事
故
内
実
態
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
が
あ
り
、
「
悲
惨
な
事
故
を

人
ご
と
と
思
わ
ず
に
注
意
し
て
も
ら
い

た
い
。
ス
ピ
ド
の
出
し
過
ぎ
¥
酒
酔

い
運
転
は
亭
故
に
つ
な
が
る
こ
と
は
泊

識
で
あ
る
が
、
自
己
過
信
が
多
す
ぎ
る
。

町
内
で
向
調
酔
い
検
揖
者
は
十
五
人
も

い
る
の
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
止
し
て

ほ
し
い
し
と
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
L
P
Z

つ
ぎ
に
、
町
長
か
ら
今
年
度
の
行
政

報
告
と
稲
祉
、
建
設
謀
か
ら
所
管
車
市
明

円
町
報
告
、
説
明
が
あ
リ
ま
し
た
。

行
政
A
敢
に
対
す
る
質
疑
応
答
の
お

も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
間
定
二
七
七
号
線
住
土
「
前
川
聞
の

道
路
改
修
を
早
期
に

1
本
年
初
査
を
実

施
し
て
い
る
の
で
実
施
を
安
一
望
す
る
。

マ
税
中
前
の
駐
車
場
は
夜
間
大
型
ト
ラ

γ
ク
に
よ
る
騒
音
で
安
阪
出
来
な
い
。

昨
年
向
機
各
則
的
使
用
祭
止
を

l
M廷

と
協
悦
す
る
。

般質問‘. 可、

し
て
い
く
考
え
は

L心
的
制
限
付
無
料

化
に
つ
い
て
も
税
に
依
存
し
て
の
無
料

化
で
あ
り
、
財
政
上
の
負
担
は
大
き
い

の
で
今
後
さ
ら
に
焼
討
し
福
祉
行
政
を

前
進
さ
せ
た
い
。

。
利
用
期
間
の
延
長
-
ほ
こ
り
や
虫
よ

け
の
た
め
に
も
今
小
プ
ー
ル
に
上
屋
施

設
を
新
設
す
る
考
え
は

t学
校
側
か
ら

も
要
泊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡
易
な
方

法
で
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

。
寺
小
入
口
の
斜
面
道
路
は
安
道
だ
け

で
も
ロ
l
ド
ヒ
l
テ
ィ
ン
グ
し
て
事
故

防
止
を
1
昨
年
、

4
逃
と
少
心
を
区
別

し
て
岬
昨
日
目
し
た
の
で
、
ホ
世
心
的
除
、
排

包
に
十
分
切
な
し
、
日
午
佐
川
型
的
中
で

や
故
の
な
い
よ
う
処
世
し
て
い
く
。

統
計
調
査
員
に
感
謝
状

長
年
統
計
訓

ktuと
し
て
れ
閥
的
統

川
訓
査
に
従
事
し
た
次
の
方
々
に
、
知

事
か
ら
感
謝
状
が
贈
句
札
ま
し
た
。

マ
一
干
年
級
常
仏
本
以
(
住
吉
)
成

田
英
之
(
抽
宣
)
マ
十
年
級
水
野
伊

三
郎

(会
似
)
マ
五
年
級
松
尾
山
山代

治

(稲
村
)
荒
川
正
rU

(A7
笠
)
阿
部

久
弥

(花
引
)

使う火を消すまで離すな目と心

bだばこの投げ措てと寝だばこの防.Ll:

b子供の火遊びに注意しよう

[>寝る前、外出前は火の元を確かめましよう

( 3 ) 



汐
住
吉
で

一名
即
死
4

1
2

ト
ラ
ッ
ク
と
衝
突

死
亡
事
故
は
、
十
二
月
十
三

日
午
後
一
時
三
十
分
頃
、
住
吉

駅
近
く
の
国
道
で
白
老
町
に
住

む
和
田
ヒ
サ
子
さ
ん
円
小
型
ト

ラ
y
ク
と
北
柏
山
町
内
工
藤
さ

ん
の
大
型
ト
ラ
y
ク
が
正
前
衝

突
し
、
ヒ
サ
子
さ
ん
と
、
長
女

(四
歳
)が
死
亡
し
た
ほ
か
‘
助

手
席
に
来
っ
て
い
た
夫
と
二
女

が
兎
仰
を
負
う
と
い
う
悲
惨
な

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

ミ
冬
の
一道
路
政
一昨JE
J一面
棋
や
お

と
か
く
重
大
事
故
に

な
り
や
す
い
厳
寒
期

「冬
の
道
路
は
H

百
円
顔
仰
を
持
つ
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
凍
結
、
降
雪
、

さ
ら
に
自
主
た
と
日
陰
の
恐
ろ
し
い
ほ

ど
の
温
度
差
l
走
る
時
刻
に
よ
っ
て
も

道
路
の
飯
は
刻
々
と
変
化
し
ま
す
。

そ
の
と
き
ど
き
の
道
路
町
状
態
と
、

そ
れ
に
合
っ
た
運
転
技
術
が
、
あ
な
た

を
事
故
か
ら
守
り
ま
す
。

安
全
な
運
転
で
冬
型
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
乗
用
車
が
ス
リ
y
プ
す
る
状
態
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

れる米の生産調整

ら10年間
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そ
れ
に
よ
る
と
砂
鉄
の
爪
M

を
持
つ

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
た
車
で
も
、

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
百
二
十
i
三

十
メ
ト
ル
的
地
占
i

で
や

っ
と
う
し
ろ

む
き
に
な
っ
て
止
ま
り
、
し
か
も
五
メ

ー
ト
ル
も
械
す
べ
り
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
に
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け

た
盛
装
備
の
事
で
も
、
正
泊
に
と
ま
ら

ず
、
右
に
山
聞
が
っ
た
り
、
左
に
曲
が
っ

た
り
し
て
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

氷
向
上
に
限
ら
ず
、
雪
が
凍
結
し
た

り
‘
積
も
っ

た
り
し
た
道
路
で
も
こ
の

実
験
に
似
た
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ

末
的
過
剰
に
よ
り
昭
和
四
+
五
年
度
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
生
産
間
接
に
対

し
て
、
農
林
省
で
は
本
年
度
か
ら
、
従
来
ま
で
の
約
二
倍
に
当
た
る
減
反
を
目

標
と
す
る
，
水
田
利
用
再
編
対
策
e

を
実
施
す
る
ニ
と
に
主
り
ま
し
た
。

稲
作
を
主
体
と
す
る
本
町
町
農
家
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
容
易
な
ら
ざ
る

も
の
で
す
が
、
奨
来
の
安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
十
分
検
討
し
、
し
っ
か
り

と
し
た
営
農
計
画
を
立
て
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

固
定
さ
れ
る
目
標
商
積

そ
の
対
策
に
よ
り
ま
す
と
、
食
松
の

総
合
自
給
力
の
向
上
を
図
る
と
い
う
基

本
的
視
煮
は
こ
れ
ま
で
の
稲
作
転
換
対

策
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
‘
依
然
と

し
て
過
剰
傾
向
に
あ
る
稲
作
に
対
し
て
、

相
産
の
必
要
な
生
産
物
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
特
色
は
@
四
十
九

年
以
来
、
百
万
J
程
度
に

抑
え
ら
れ
て
き
た
生
産
調

整
量
が
、
約
二
惜
の
百
七

十
万
J
に
哨
え
る
@
生
産

調
監
は
‘
こ
れ
ま
で

一
時

的

・
緊
急
避
難
的
世
措
置

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
ん
ど
は
米
の
過
剰
を
峨

造
的
な
も
の
と
み
て
十
年

間
続
行
さ
れ
、
そ
の
第

一

則
は
五
十
三
年
度
か
ら
五

十
五
年
皮
肉
三
年
間
と
す

る
@
こ
こ
数
年
、
実
施
は

き
び
し
い
生
産
関
塗

に
対
応
し
て
話
し
合
い

が
続
〈
産
業
振
興
会
駿

一

内
法
車
内
白
玉
性
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
ん
ど
は
割
り
当
て
目
標
面
的
を
達
成

し
な
か
っ
た
場
合
、
未
達
成
分
は
翌
年

同
目
標
面
積
に
上
乗
せ
し
、
更
に
米
町

民
入
限
度
数
最
も
減
ず
る
と
い
う
き
び

し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
目
椋
図
的
、
配
分
は
補
正

を
行
う
場
合
を
除
き
、

三
年
間
同
定
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

対

象

作

物

を

限

定

転
作
補
助
町
対
象
作
物
は
、
ま
ず
、

第
一
段
階
と
し
て
①
特
定
作
物
l
大
豆

麦
、
飼
料
作
物
、
そ
ぱ
、
て
ん
菜
②
本

年
性
作
物

1
果
樹
(
植
栽
後
五
年
未
満
)

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
木
本
性
作
物
。
第
二

段
階
と
し
て
③
一
般
作
物

T野
菜
、

大
豆
を
除
〈
豆
類
、
花
き
、
花
木
、
種

苗
類
、
新
た
に
組
、
ぇ
付
け
ら
れ
た
林
木

新
た
に
造
成
さ
れ
た
袈
漁
池
、
ま
た
は

脱
業
生
産
に
必
裂
な
地
政
敷
地
及
ぴ
附

芸
用
地
忍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
特
に
問
姐
秘
さ
れ

る
牧
草
に
つ
い
て
も
、
従
来
ど
う
り
ん
引

効
に
利
用
し
よ
も
っ
と
い
う
こ
と
か
ら
有

部
良
家
が
原
則
と
さ
れ
、
無
世
間
牒
家
は
、

有
諸
島
家
と
の
利
用
契
約
を
結
ょ
、
}
と

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
六
十
キ
ロ
以

下
の
ス
ピ
ー
ド
で
も
、
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
と
、
左
に
曲
が
っ
た
り
、
右
に

曲
が

っ
た
り
し
ま
す
。

凍
結
し
た
道
路
、
雪
道
で
の
急
ブ
レ

ー
キ
は
大
変
危
険
で
す
。
す
べ
り
や
す

円骨\&~，~.fÍ...i;:管制暗制智)~."i寄令官詮t

審開基80'周年務守、iJ
培品句~，，"4.'織内岬，'fd!.ふ婚制ZSA答，

八束連合部落会/

立派な開拓記念碑建立

八
束
迎
A
n
部
地
同
開
基
八
十
周
年
記

念
式
が
士
一
月
十
目
、
八
束
手
品
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
部
務
を
挙
げ
て

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奨
励
金
は
‘
+
臼
平
均
収
ハ
品
川
町
水

準
を
十
日
当
り
①
特
定
作
物
と
②
氷
年

性
作
物
は
五
万
五
千
円
、
③

一
般
作
物

等
は
四
万
円
程
度
と
し
、
生
産
力
的
水

準
に
応
じ
た
反
別
奨
励
金
と
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
.
ま
た
、
従
来
的
集
団
耕
作

に
啓
わ
る
計
画
加
算
金
は
、
地
域
向
転

作
率
に
よ
っ
て
最
底
四
%
未
満
で
①
特

定
作
物
②
ホ
年
性
作
物
は
十
V

当
り

一

万
円
、
③

一
般
作
物
等
は
七
千
円
、
松

町
二
二
%
以
上
で
は
①
と
②
は
二
万
円
、

③
は

一
万
三
千
円
が
加
算
さ
れ
る
た
め
、

特
定
作
物
で
は
前
制
度
と
比
べ
約
三
六

%
m
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
内
通
年
施
行
は
継
続

実
施
さ
れ
、
助
成
制
は
十

咋
当
り
年
間
四
万
円
、
こ

円
ほ
か
農
協
が
管
迎
転
作

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
③

一
般
作
物
等
と
向
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。

産
業
振
興
会
議

を
発
足

以
上
の
よ
う
な
内
容
で

す
が
、
町
で
は
十
二
月
十

七
日
々
什
団
体
長
で
組
織
す

る
賄
業
指
興
会
議
を
発
足

さ
せ
協
調
し
た
結
火
@

生

路
湖
艇
は
例
入
を
対
担
と

し
て
転
作
を
除
き
比
例
配

分
す
る
@
新
組
問
問
的
抑

制
@
転
作
透
導
作
物
の
輪

今金町の未生産関整、稲作転換の推移

い
路
面
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
き
は
、

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
小
き
ざ
み
に
何
回

も
踏
む
こ
と
が
事
故
を
防
き
ま
す
。
ま

た
、
ア
イ
ス
パ
!
ン
で
は
必
ず
チ
ェ
ー

ン
を
装
備
す
る
こ
と
が
最
も
安
全
な
方

法
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

( 4 ) 

新
た
主
発
肢
を
折
口
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

八
京
地
区
の
開
拓
が
始
ま
っ
た
の
は

明
治
二
十
九
年

(
一
八
九
六
年
)
鈴
木

義
一相
翁
(
現
在
の
下
梨
県
ι栄一
初
郎
八
束

村
山
身
)
が
例
外
県
か
均
移
民
三
十
三

い
を
入
捕
さ
せ
鈴
木
出
場
を
開
設
、
そ

の
後
、

三
十

一
年
に
円
行
弥

一
翁
が
門

訂
民
局
を、

一一一
士

一年
に
漸
棚
付
惚
古

木
三
宅
翁
が
古
木
股
場
を
附
設
し
て
開

桁
の

7
ワ
を
振
っ
て
定
着
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

現
在
で
は
戸
数
一
一
百
四
十
戸
、
水
田

干
h
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

、
畑
二
百
七
三

余
が
広
が
る
町
内
有
一
円
殺
合
地
帯
に

発
反
し
て
い
ま
す
。

甲
山
九
五
告
た
で
は
、
こ
れ
ら
先
人
的
不

堀
町
間
桁
精
神
を
た
た
え
、
そ
の
臆
史

を
後
円
世
に
山
間
そ
う
と
、
部
中
柿
総
ぐ
る

み
の
協
力
で
、
h
M

山
念
誌
の
党
川
、

ル
ι活

改
山
町
セ
ン
タ
ー
仰
に
大
剛
叫
石
町
立
派
主

問
札
刊
記
念
仰
を
定
成
さ
せ
ま
し
た
。

ーιι百
孔
に
は
、
米
貨
や
部
都
何
人
た

ち
約

一百
人
が
山
崎
石
川
正
八
束
迎

合
部
活
会
長
か
ら
開
拓
物
故
者
へ
の
献

花
式
や
功
労
者
の
感
謝
状
附
皇
な
ど
を

行
い
、
新
た
な
郷
土
づ
く
り
の
建
設
を

特
い
介
っ
て
い
ま
し
た
。

、一/

作
態
形
を
帥
開
立
す
る
ー
な
ど
を
あ
げ
専

門
機
関
が
辿
概
し
て
叫
良
、
技
術
指
導

に
あ
た
る
ニ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
町
内
稲
作
転
換
の
推
砂
は
別
表
の

と
お
り
で
す
が
‘
五
十
二
年
皮
肉
稲
転

而
術
は
四
百
四
十
八
勺
で
、
水
稲
の
作

付
面
秘
は
ニ
千
三
百
四
十
句
で
す
か
ら

休
緋
率
は

一
六
%
程
度
で
す
。

一
月
中

に
は
今
金
町
の
配
分
面
航
も
決
定
さ
れ

ま
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
も
こ
の
制
度

を
十
分
認
鴨川
し
、
目
先
の
こ
と
だ
け
に

と
ら
わ
れ
ず

「自
分
の
民
業
経
泊
は
将

来
と
も
こ
う
進
め
る
ん
だ
」
と
い
う
し

っ
か
り
と
し
た
万
針
に
法
づ
い
た
，
N
牒

叶
凶
を
立
て
、
激
動
す
る
股
業
情
勢
に

対
処
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

11' 出 18 49 50 51 52 

転11'. 1.11)1:; 4!)8/' 395r 345ド 233p 474戸

転円、休 I!山柿 引，530a i6.7Q.1 a 61.122 a 32，731 a 44，819a 

かl斜町 拘 出1，282 5L喝。 35.696 21句729 32.&叩
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豊
.山
江市河今金町長

年
頭
に
あ
た
っ
て

町
民
の
み
主
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
昭
和
五
十
三
年
の
新
春
を
み
な

さ
ま
と
と
も
に
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
喜
び
に
堪
、
え
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
本
町
的
基
幹
惇
業
で
あ
る
民
業
に

お
い
て
は
、
事
先
の
悪
天
候
、
さ
ら
に
八
月
内

集
中
iH
融
市
に
も
か
か
わ
句
ず
、
関
町
以
米
の
説

作
を
み
ま
し
た
こ
と
は
、
生
作
者
各
位
向
ご
努

力
的
結
栄
で
あ
り
ま
し
て
深
〈
敬
立
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
米
作
を
と

り
ま
く
諸
情
勢
は
ま
こ
と
に
き
び
し
く
、
昨
年

十
一
月
脱
林
省
が
発
表
し
た
水
田
利
用
丙
制
対

策
大
綱
に
よ
る
と
、
本
年
か
主
砲
さ
れ
る
米

の
生
産
調
強
は
従
来
よ
り
強
化
さ
れ
、
そ
の
特

色
は
、
四
十
九
年
以
来
九
十
万
ト
ン
か
ら
百
万

改
良
工
事
、
白
石
線
、
イ
7

ヌ
エ
ル
線
的
凍
当

告
工
事
、
神

ι十
一
号
線
防
雪
棚
工
事
、
宮
町

下
紙
架
換
工
事
‘
公
営
住
宅
の
建
設
、
近
隣
公

園
造
成
工
事
、
教
只
住
宅
の
建
設
、
災
当
復
旧

唱
業
、
地
絡
調
有
事
業
の
継
い
た
施
、
庇
葉
娠

興
に
つ
い
て
は
.
内
刷
業
構
法
改
y活
支
、
山
村

地
域
内
同
林
漁
業
特
別
対
策
叩
主
的
実
施
、
そ
の

ゆ
件
郎
門
に
わ
た
り
計
耐
ど
お
り
必
行
で
き
ま

し子、さ
』
り
に
、
昨
年
は
、
開
法
八
卜
閃
年
、
町
制

陥始畑打
附
の
羽
芯
山
念
ι行
刊
い
川
な
ど
を
引
夫k
枕地叫いた
L
ま
し
た
が
‘

お
磁
を
も
つ
て
叫
雌
拙
会
裡
に
叫
終
粁
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
U
と
え
に
、
町
民
の
み
主

さ
ま
の
町
政
に
対
す
る
力
強
い
ご
支
般
と
ご
協

力
の
賜
と
深
〈
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す。
本
年
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
躍
進
の
上

に
た
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
町
政
を
桁
極
的
に

と
り
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

ニ
の
意
味
に
お
い
て
、
特
に
公
共
地
設
の
幣
備

を
は
じ
め
、
道
路
網
の
充
実
、
産
業
向
振
興
に

一層
の
力
を
注
ぎ
、
み
主
さ
ま
の
生
前
環
岐
を

よ
り
盟
か
五
も
の
に
い
た
す
べ
く
紋
占
的
努
力

を
似
注
す
る
所
有
で
あ
リ
ま
す
の
で
、

一
mmの

ご
支
夜
、
こ
指
却
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
ぷ
十
三
一
年
の
年
以
に
あ
た
り
、
所
似
の

一
山
崎
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
み
主
さ
ま
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

①
 

チューリップを育てよう

守
テ
ュ

l
リ
y
プ
の
ゆ
ら
い

原
産
地
は
ト
ル
コ
で
、
欧
州
に
入
っ

て
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
で
改
良
さ
れ
十
六
世

紀
の
末
に
は
欧
州
各
地
で
栽
培
さ
れ
た
。

わ
が
国
で
は
大
正
時
代
に
新
潟
県
下
で

栽
培
が
始
め
ら
れ
た
の
が
最
初
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

マ
チ
ュ

l
リ
y
プ
が
好
む
環
境

砂
償
壌
土
で
地
下
水
位
が

低
〈
、
冬
は
低
溢
で
官
な
ど

雨
量
的
多
い
地
方

(北
陸

山
陰
北
海
道
)
に
よ
く
育

ち
、
h

そ
が
暖
か
〈
乾
燥
す
る

太
平
洋
沿
岸
で
は
良
い
球
指

が
で
き
な
い
。
ま
た
、
開
花

期
に
雨
が
多
い
と
ポ
ト
リ
チ

ス
病
が
発
生
し
て
大
き
な
被

害
を
受
け
や
す
い
よ
う
で
す
.

7
4
の
低
温
期
の
生
理

秋
に
植
え
た
球
制
は
冬
ま

緑と花のあふれる街に

町
ぐ
る
み
で
花
づ
く
り

一

が
行
わ
れ
て
い
る
自
転
車

.

公
園
も
い
こ
い
の
広
場
だ

で
の
聞
に
根
を
伸
ば
し
(
叫
H
V

)

冬
は

地
表
が
凍
る
ほ
ど
の
期
間
を
ほ
ぼ
凹
0

1
六
O
日
経
て
審
を
迎
え
る
と
急
速
に

芽
を
伸
し
始
め
る
。
こ
の
場
A
n
、
阜
、
の

低
出

(
0
1五
℃
)
を
受
け
な
い
と
球

恨
の
附
蔵
澱
粉
は
完
全
に
粉
に
転
化
し

な
い
の
で
芥
の
仰
ぴ
は
娠
わ
主
い
。
椴

粉
円
形
で
い
〈
ら
挺
分
が
貯
脱
さ
れ
て

い
て
も
、
そ
れ
が
ブ
ド
ウ
加
に
転
化
さ

れ
な
い
限
り
は
利
用
さ
れ
な
い
か
ら
で

す
。

マ
阜
、
を
越
さ
ね
ば
花
は
咲
か
な
い

き
れ
い
な
花
の
咲
く
チ
ュ

l
リ
y
プ

の
春
は
、
冬
の
低
温
に
あ
う
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で
、
一
見
苛

酷
に
見
え
る
冬
に
あ
っ
て
こ
そ
本
当
の

春
が
〈
る
の
で
す
。
植
え
た
球
似
が
般

を
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
峻
め
て
も
芽

は
伸
び
な
い
。
む
し
ろ
早
〈
咲
か
せ
る

に
は
早
〈
似
を
山
さ
せ
て
、

H
十
〈
冬
に

A
U
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
チ
ュ

l
リ

y
プ
を
年
末
に
咲
か
せ
た
り
、
非
日
中く

咲
か
せ
る
促
成
総
階
的
原
理
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

(6 ) 

ございますあけましておめでとう

王軍

〈同iEIt産干園高1tfH全〉

委只

丸

幅

f雪量

一良

長四郎

内

男

吉

く公平委員会〉

吾貝長

辻

委只

?幸

安

九

忠

文

ト
ン
に
抑
え
ら
れ
て
き
た
生
産
調
町
村
弘
が
約
二

倍
の
百
七
十
万
ト
ン
に
耐
え
、
こ
れ
ま
で
一
時

的
、
緊
急
避
難
的
立
措
置
と
し
て
笑
施
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
米
の
過

剰
を
摘
造
的
な
も
の
と
み
て
十
年
間
続
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
生
産
調
務

は
、
生
陀
老
の
自
主
私
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
が
、

本
年
か
ら
は
訓
リ
当
て
目
椋
訟
を
法
成

L
tか

っ
た
場
合
は
、
未
述
成
分
は
翌
年
の
目
照
訟
を

上
来
せ
す
る
と
い
う
内
存
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
牒
林
符
で
は
切
地
府
県
へ
の
配
分
を
終

之
、
込
段
階
で
は
島
支
庁
ご
と
に
転
作
日
係
同

舶
が
配
分
さ
れ
て
お
り
、
各
町
村
ご
と
の
配
分

に
つ
い
て
は
近
く
決
定
を
み
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
こ
れ
が
配
分
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
密
接
な
辿
併
を
は
か
り
な
が
ら
生
産

者
向
ご
協
力
の
も
と
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

一
方
、
町
政
町
一
聞
に
お
い
て
は
、
国
内
情
勢

町
長
気
停
滞
に
よ
リ
、
地
方
財
政
を
と
り
ま
く

経
済
環
境
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
が
、
町
議
会
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ

り
無
事

一
年
を
経
過
で
き
ま
し
た
こ
と
は
‘
私

的
最
も
忍
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
。

き
て
、
昨
年
同
主
な
事
業
を
山
り
か
之
っ
て

み
ま
す
と
、
前
祉
の
而
に
お
い
て
は
、
全
保

育
所
の
改
築
、
八
束
生
活
改
碑
セ
ン
タ
町
役

設
、
環
境
判
的
に
お
い
て
は
、
山
手
線
、
大
和

中
央
線
、
高
鈴
柑
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
線
、
翌
十

号
制
的
舗
装
工
事
、
笠
回
線
、
付
K
六
芳
線
内

山

口

藤

島

西

了

広

雄

治

蔵

〈選挙管JlIt畳H会〉
委J!U
楯

委u
岡

昼

阿

哲

道

久

<~:;:1t委U>

小岩隆

藤村徳

部

加

部

勇

雄

義

束

三

市

夫

実

----' 

圃1

光

秀

輝

七

竹

貞

儀

四

敬

久

斉藤

田中

岸本

遠藤

吉田

中島

上村

静藤

広田

鈴木

長谷川

坂本

道

治

次

雄

好

司

gム

誠

<n:J佐委u会〉
会長

清水

会民代理

笹森

安日

阪

健

武

前原

慣藤

教TfH:
中井

井

豊

次

市

夫

日目

常

政

〈教育委J，会〉

委只長

河村

委貝

中

昭

徹

端

村

町長

，可

助{主

久保田

収入役

飯田

第
三
の
芽
も
か
な
り
大
き
な
球
般
に

な
っ
て
、
地
上
に
は
花
‘
地
下
に
は

新
球
般
と
い
う
め
ま
ぐ
る
し
い
活
動

を
{
打
っ
て
い
る
の
で
す
。

チ
ュ

l
リ
y
プ
は
美
し
い
花
で
す

が
一
球
的
開
花
は
一
週
間
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
た
め
あ
と
は
葉
ば
か
り
見

て
過
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、

花
壇
を
造
る
に
当
っ
て
は
早
生
極
左

中
生
極
、
ま
た
は
中
生
種
と
晩
生
慢

を
組
み
合
せ
て
、
あ
ま
り
開
花
時
期

的
差
の
な
い
品
極
参
必
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
約
一
ヵ
月
近
く
も
美
し
い
花
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

〈チ~-!Jッ7~の一生y

峨

¥
1
l
ノ~旬

銅
色
四
A
v
ht
句
唱

u
a，Fi
J
4
J
山
匹

下

m-

d
隊
隊
幽
司

同

美
し
い
草
花
や
緑
の
棄
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
い
こ
い
と
明
日
へ
の
活
力
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

昨
年
は
開
基
八
十
周
年
を
記
念
し
て
「
町
の
花
に
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ

」
が
選
ば
れ
ま
し
た
.

そ
こ
で、

今
月
号
が
ら
今
金
町
農
業
改
良
普
及
所
の
園
芸
部
門
を
担
当
し
て

い
ま
す
奥
井
忠
男
さ
ん
に
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
育
て
方
な
と
に

つ
い
て
お
話
レ

を
伺
い
な
が
ら、

今
後
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
中
て
チ
ュ

リ
ッ
プ
を
全
町
に

広
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
.

守

球

根

の

生

長

組
え
た

一
球
的
球
制
は

一
年
内
川
で

ど
ん
な
変
化
を
た
ど
る
の
か
を
知
っ
て

お
〈
必
要
が
あ
り
ま
す
。
発
根
は
地
品

が
一
八
℃
以
下
に
涼
し
く
な
る
と
発
根

を
始
的
、
次
第
に
冷
え
て
く
る
と
盛
ん

に
伸
び
る
も
の
で
す
。
花
芽
は
涼
し
さ

で
い
よ
い
よ
大
き
〈
な
っ
て
、
雌
し
べ
、

雄
し
べ
や
花
弁
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま

す
。
冬
は
休
眠
期
と
い
い
ま
す
が
、
外

観
も
中
討
も
形
町
上
で
は
変
化
が
な
'
¥

貯
蔵
澱
粉
だ
け
が
次
第
に
わ
い
化
し
て

容
を
待
つ
の
で
す
。
仲
長
は
世
帯
が
近
〈

な
る
と
養
分
は
流
動
し
地
表
に
芽
が
伸

び
始
め
ま
す
。
球
似
の
芽
は
さ
ら
に
発

達
し
て
四
月
に
な
る
と
誌
を
広
げ
、
中

旬
か
ら
つ
ぼ
み
も
大
き
く
な
る
。
母
球

の
養
分
は
茎
楽
町
仲
良
に
盛
ん
に
使
わ

れ
‘
母
球
は
次
第
に
し
な
び
て
〈
る
。

と
同
時
に
花
茎
的
基
部
内
新
し
い
芽
が

新
球
恨
に
な
る
た
め
に
肥
大
し
て
く
る

の
で
す
。
開
花
は
早
晩
き
種
で
四
月
下

旬
に
開
花
す
る
。
続
い
て
五
月
上
中
旬

に
早
生
、
中
生
晩
生
と
開
花
が
続
き
、

新
球
根
は
急
テ
ン
ポ
で
肥
大
し
、
母
球

以
上
に
主
り
、
リ
ン
昨
に
あ
る
第
二
、

r
H
aト
府

花

薪

レ

4
7
2議
根
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私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
な

か
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
っ
ち
に
H

消
費

は
美
徳
“
と
か
"
使
い
捨
て
時
代
“
と

い
う
風
潮
に
押
し
流
き
れ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
や
や
も
す
る

と
物
質
的
な
豊
か
さ
を
至
上
の
も
の
と

し
て
「
も
の
し
を
そ
ま
つ
に
し
た
り
、

使
え
る
も
の
を
捨
て
た
り
す
る
習
慣
が

一
般
的
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
高
い
経
済
的

発
展
や
所
得
町
大
幅
な
増
加
は
望
め
ま

せ
ん
。
ま
た
、
地
球
上
の
武
重
な
資
源

は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
年
を
迎
え
て
再
出
発
す
る
た

固
感
謝
し
ま
す
ロ

/
 @
歳
末
助
け
合
い

町
内
内
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
少
し
で

も
岐
か
い
手
を
さ
し
の
べ
よ
う
と
町
で

は
、
町
内
会
、
部
落
会
を
通
じ
て
歳
末

助
け
合
い
巡
錫
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
昨
年
に
比
し
て
二
十
万

円
減
で
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
町
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
多
額
の
普
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

マ
町
内
ム
平
止
一
十
万
六
千
七
百
三
十
円

マ
部
落
全
T
U
二
十
五
万
七
千
七
百
二
十

八
同
マ
日
赤
奉
仕
団
今
金
支
部
一
万

設
計
を
立
て
よ
う

的
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
見
直
す
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
き
し
あ
た
っ
て
各
家
庭
で

は
、
暖
房
時
間
の
短
縮
や
?
イ
カ
ー
の

自
粛
、
さ
ら
に
電
灯
や
屯
気
器
具
を
上

手
に
使
う
な
ど
、
石
油
や
電
力
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
心
が
け
る
と
と
も
に
、

「
量
よ
り
質
を
L

「
物
質
的
些
か
さ
よ

り
粕
神
的
立
か
さ
を
」

「
一
時
的
な
満

足
よ
り
生
極
の
生
き
が
い
を
」
を
モ
y

ト
l
に
、
其
に
盟
か
な
生
活
の
創
造
に

向
か
っ
た
我
が
家
的
生
活
設
計
を
立
て

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
家
庭

経
済
も
い

っ
そ
う
堅
実
な
も
の
と
な
り

こ
れ
ま
で
見
過
し
て
き
た
意
外
な
生
き

方
が
発
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

七
千
九
百
円
マ
立
正
佼
成
会
桧
山
支
部

八
千
六
百
十
二
円
マ
桧
山
北
高
演
劇
部

一
万
二
百
九
十
四
阿
マ
杉
内
秀
次
九

百
円
マ
吉
村
威
人
四
百
円

-v
総
額
五
十
万
二
千
五
百
六
十
四
円

こ
れ
ら
は
、
福
祉
施
設
の
入
所
者
三

十
八
人
、
光
の
里
学
園
六
人
、
農
寿
間

四
十
人
、
生
保
町
谷
長
期
入
院
必
者
十

六
人
に
そ
れ
ぞ
れ
各
三
千
同
、
町
内
長

期
入
院
忠
者
七
十
五
人
に
各
二
千
円、

町
内
短
期
入
院
型
者
五
十
四
人
に
各

一

千
円
が
配
分
さ
れ
、
生
活
保
護
世
帯
六

十
七
人
に
は
町
裂
か
ら
各
五
千
円
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

~I. 

-
愛
情
銀
行
へ
栢
詫
・
払
い
出
し

守
中
島
竹
次
郎
さ
ん
(
住
吉
)
か
ら
古

着
十
三
枚
を
光
町
里
ヘ
マ
中
皇
老
人
ク

ラ
ブ
(
会
長
遠
藤
束
)
か
ら
み
か
ん
大

箱
二
個
、
お
む
つ
他
八
十
点
マ
伊
藤
寿

久
さ
ん
(
美
利
河
)
か
ら
み
か
ん
大
箱

二
個
マ
与
金
日
赤
奉
仕
団
か
ら
お
む
つ

七
十
三
枚
マ
北
桧
山
町
民
三
人
か
ら
み

か
ん
大
箱
十
個
マ
井
村
毅
さ
ん
(
極
川
)

か
ら
サ
イ
ダ

=
一箱
H
H
以
上
を
盟
主
吋
悶

ヘ
マ
西
田
信
雄
さ
ん
(
旭
町
)
か
ら
各

五
万
円
を
光
の
里
と
些
寿
図
ヘ
マ
坂
本

建
設
側
(
日
の
出
町
)
か
ら
道
民
有
林

治
山
事
業
二
ニ
十
周
年
記
念
で
知
事
表
彰

を
受
彰
し
た
の
で
各
十
万
円
を
笠
寄
固

と
光
の
里
ヘ
マ
大
倉
啓
太
郎
き
ん
(
昭

和
町
)
か
ら
各
五
千
円
を
出
品
売
図
、
光

町
里
、
小
百
合
保
育
園
マ
山

一
建
材
セ

ン
タ
ー

(
大
和
町
)
か
ら
お
歳
暮
返
上

し
て
五
万
円
を
愛
情
銀
行
の
応
急
生
活

資
金
ヘ
マ
相
馬
知
子
さ
ん

(
本
町
)
か

ら
各
一
万
円
を
光
町
里
と
白
寿
凶
ヘ
マ

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
八
万
九

千
五
百
円
事
橋
銀
行
基
金
へ

Z7金

町
職
貝
組
合
か
ら
各
三
万
三
千
六
百
四

十
二
円
を
光
の
里
と
史
寿
図
ヘ
マ
米
国

良
朗
き
ん
(
末
広
町
)
か
ら
ネ
ル
一
巻

を
出
品
寿
岡
ヘ
マ
ム
込
品
目
石
川
剛
か
ら
五
万

困
を
山
弄
闘
ヘ
マ
今
金
オ

l
ト
鮒
か
ら

五
万
円
を
光
町
里
ヘ
マ
民
族
歌
舞
団
こ

ぶ
し
座
今
金
公
演
実
行
委
員
会
(
代
表

新
谷
忠
)
か
ら
各
三
万
三
千
円
を
光
町

些
と
些
寿
図
へ

1
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
ま

し
た
。

役場総務課へ履歴性を提出のこと。

・奨学資金のご利用を

町教育委貝会では今年4月から

修学される学生の奨学資金の申し

込みを受け付けしています。

t>ft付額(月額) 高校5千円、
大学 1万円大学院 l方 2千円

b償還卒業後6ヶ月すえ置き、

10年以内の年眠術泣。無利子。

貸し付けを受けよフとする方は

2月末まで在学校を通じて申 L
込みください。

・特別減税の手続はお済みですか

昭和51年分所得税同特別減税に

より、本人については 6千円、扶

養家族については 1人当り 3千円

で~Hl した金額を泣付しています。
この還付は、同じ会社等に継続

Lて勤務しているサラリーマ/町
方は勤務先カず行いますが、それ以

外向方は次のような寺市UJ(必要で

す。まだお済みでない方は、お早

的に税務署に手続きしてください。

①事業所得者など町ように、すで

に磁定申告をされている方は、税

務者かわ送付されている「お知ら

せ」文:!?に同封された「還付制求

世」に住所や氏名など必要事項を

記.1&して提出Lてくださ L、。
②そのほかの方は、泣付を受ける

た的の確定申告が必要て'す。

くわしくは八雲税務署でおたず

i， (スゴさ L、e

.婦人科 (子宮がん)横診の実施

北海道対がん協会的移動検診車

による婦人科がん検診を 2月16日

から18日の 3日間、町民センタ

て寸子います。

対象は満30歳以上町婦人で 550

名です。申込は検診料(本人負担)

1，000同(70歳以上、生活保護世帯

は担料)を添えて 1月28日(土)ま
て'に福祉課衛生係へ申し込みくだ

さし、

・老齢年金の受給者は現況届を

国民年金町老齢年金と通算老齢

年金を受けている人は、毎年 1回、
2月15日までに 「国民年金受給惟

者現況届」 を提出することになっ

ています。 l月中に社会保険庁か

ら属出用紙 (ハガキ)を直接お送

りしていますので、住所や氏名な

ど必要事項を記入し、年金係で証

明印をもりい切手を貼って投函L
てくださし、。現況屈を提出しない

と6月期以降の年金が受け句れな

いことがありますので、忘れない

ようtR::出してください。

.保育所の保母、問E里員を募集

町では今金保育所の保母(保母

資格者) 3名、 i調理只(需主主士免

"午所有名f) 1名 公務制(中卒以

上の女子)I名を募集Lています。
希望者は 2月10日までに。また、

町内各季節保育所的保母12名も募

集していますので 2月24日までに

圃農業基本鯛査に協力を

北海道や町の牒業的実態を明ら

かに L、今後における農政町商鳩

策に必嬰な基礎資料を得るため、

ことしも 2月 1日現在で牒業基本
調査が行なわれます。

制査の対集は、民家及び良家以

外向農業事業体で、耕地面干'j'[7JQO
ア ル以上を経営する世帯と澗査
J回目前 1年間lに農業生産物の総販
売額が7万同以上ある世帯となっ

ています。

1 月中旬頃か句、調査nが)~家

内各世:府を訪問しますので、訓査

の趣旨をご理解向上ご協力をお願

いします。

.給与支払報告書の提出は早目に

給与支払報告書は従業貝が 1月

1日現在に住んでいる市町村ごと
に総括表を添えて、直接、該当す

る市町村に、また、瀬良徴収票は

給与支払報告舎と分離し、町税務

詰担へ l月31日までにf足出してくだ
さい。

53年度給与住宅等の

融資制度説明会

道では、給与住宅(従業只用町

社宅や独身棋など)円建設計画を

立てる場合の参考として 公的資

金による融資又は分議住主的制度

を紹介するた的 2月21日午後 l

時から 4時四分まで、渡島支庁全

議室で説明会を聞きます。

b説明会で紹介する制度
O 日本住宅公団特定分議住宅

。住宅金融公庫産業労働者住宅

O雇用促進事業団円融資

(1)労働者住宅貸付

(2)勤労者財産形成住宅貸付

O 年金干ti1:d:Ij~業囲内融資

(1m貸、分Jit住宅貸付
(2)怯保険者住宅転貸資金貸付

O北海道厚生年金住宅
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頭
の
ス
ポ
ー
ツ
で
気
分
転
換

囲
碁
同
好
会
の
み
な
さ
ん

⑨⑧⑧⑧⑮ 

夕
食
を
終
え
た
午
後
七
時
、

町
民
セ
ン
タ
ー
の
二
階
談
活

主
に
は
、
落
ち
つ
い
た
ふ
ん

い
公
的
中
に
碁
盤
が
並
べ
り

れ
相
手
が
揃
う
と

『き
あ
、
は

じ
め
ま
し
ょ
う
』
と
打
ち
始
的

第5コース

お
ど
か
す
よ
り

ほ
め
る
コ
ト

ほ
的
れ
ば
い
い
と
い
っ
て
も
、
い
つ

で
も

「あ
ら
、
ょ
く
で
き
た
の
ネ
」「ま

あ
‘
早
く
で
き
た
の
ネ
U

と
い
っ
た
ホ

メ
コ
ト
パ
で
は
、
子
ど
も
は
感
激
し
な

く
な
り
ま
す
。
確
か
な
H

ほ
め
方
u

を

す
る
こ
と
で
す
。

'vほ
め
ど
こ
ろ
を
決
め
る
コ
ト

l
一
年

生
な
句
「
机
の
上
が
、
き
れ
い
ネ
己

「
引
き
出
し
を
、
ソ
ソ
と
見
せ
て
も
ら

っ
た
わ
。
な
か
は
、
き
れ
い
ネ
J

と
い
う
よ
う
に
子
ど
も
べ
や
の
中
に
も

ほ
め
る
材
料
が
あ
る
の
で
す
。

勉
強
的
コ
ト
な
旬
、
字
が
し
っ
か
り

往
け
て
い
る
と
か
、
大
き
さ
が
そ
ろ
っ
て

て
い
る
と
か
、
数
字
の
書
き
方
が
上
手

ね
、
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
な
ほ
め
方

を
し
た
い
も
の
で
す
。タ

ン
パ
ク
質
が
不

足
す
る
と
、
身
体
内

抵
抗
力
は
弱
ま
り
ま

す
。
そ
の
?
え
‘
寒

さ
の
ス
ト
レ
ス
は
体
内
的
タ
ン
パ

7
質

を
大
量
に
分
解
し
ま
す
。
こ
れ
を
輔
、
つ

た
め
に
も
、
日
ご
ろ
、
肉
、
さ
か
な

豆
腐
と
い

っ
た
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を

十
分
に
と
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
風
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
す
る

葬

~ノ

る
。
囲
碁
教
室
が
聞
か
れ
た
の
は
昭

和
四
十
一
年
、
当
叫
は
皆
ん
主
憶
え

始
め
の
人
ば
か
り
だ

っ
た
が
、
現
在

で
は
四
十
人
の
会
只
が
交
互
に
親
睦

を
深
め
あ
い
、
毎
月
一
回
は
全
日
H
参

加
の
碁
会
を
開
く
。
そ
の
た
め
か
今

で
は
以
品
五
段
か
ら
初
段
ま
で
が
十

4
人
に
も
な
り
、
打
つ
手
も
き
び
し

い
と
か
。
だ
が
、
徳
田
半
蔵
会
長
は

『初
心
者
と
上
級
者
で
も
対
等
に
打

て
る
の
で
誰
れ
と
で
も
手
合
せ
し
主

が
ら
楽
し
め
る
。
北
廿
は
同
州
内
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
仕
事
か
ら
開
放
さ
れ
て
の

気
分
転
換
に
は
日
午
れ
で
す
。
こ
れ
か

ら
冬
期
間
は
参
加
者
も
多
い
の
で
気

軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
』
と
語
っ
て

い
ま
す
。
(
事
務
局
は
松
井
世
晃
・
旭
町
)

二
一
、
四
年
生
な
ら

「計
画
の
あ
る
生
活
」

を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
ほ
め
た
い
も
の
で

す
。
三
、
四
年
生
は
計
画
を
立
て
る
こ

と
が
あ
て
も
、
長
続
き
し
な
い
も
の

で
す
。

「
計
画
は
立
て
る
け
ど
、
何
さ

さ
っ
ぱ
り
じ
ゃ
な
い
の
U

こ
う
い
っ
た

こ
と
は
の
繰
り
返
し
で
は
、
註
幽
さ
え

立
て
る
気
が
し
な
く
な
り
ま
す
。
け
主

す
よ
り
励
ま
す
努
力
主
忘
れ
た
く
な
い

も
の
で
す
。
五
年
生
以
上
に
な
る
と
、

子
ど
も
を
、
お
ど
し
た
り
、
皮
肉
を
い

っ
て
や
ら
せ
よ
う
と
す
る
親
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
励
ま
す
立
場
を
大
切
に
。

V
子
ど
も
の
年
令
と
性
格
を
考
え
て
|

ほ
め
る
に
も
、
ほ
め
ド
コ
ロ
を
考
え
な

い
親
は
、
「
あ
ら
、
ょ
く
で
き
た
の
ネ
」

と
い
っ
た
、
内
容
の
な
い
コ
ト
パ
を
、

平
気
で
続
け
て
し
ま
い
ま
す
。
五
、
六

年
に
な
れ
ば
、
こ
ん
な
コ
ト
パ
で
は
聞

い
て
い
る
方
が
‘
は
ず
か
し
い
年
令
で

す
。
ま
し
て
中
学
高
校
生
は
「
ひ
や

か
さ
な
い
で
ヨ
し
と
な
る
わ
け
で
す
。

(
神
丘
小
学
校
長
西
里
貞
嘉
)

に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

C
が
必
要
で
す
。
新

鮮
な
野
菜
サ
ラ
ダ
、
お
ろ
し
大
根
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
一
品
を
つ
け
、
食
後

に
は
ミ
カ
ン
を

一
つ
必
ず
食
べ
る
よ
う

に
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン

C
の
補
給
を
。

そ
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン

A
は
粘
膜
を

強
め
て
、
日
押
や
の
ど
か
ら
ビ
ー
ル
ス
が

侵
入
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
油
で
料
理

し
た
青
菜
や
に
ん
じ
ん
、
パ
タ
l
を
多

く
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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親
子
の
対
話
で
心
の
ふ
れ
あ
い
を

少
年
に
は
、
好
奇
心
が
強
〈
他
人
の

ま
ね
を
し
て
み
た
が
る
、
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
経
験
や
知

識
を
符
る
こ
と
に
な
り
、
進
歩
や
向
上

に
つ
な
が
る
の
で
悪
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
「
も
う
子
供
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
誤
っ
た
考
え
か
ら
ー
ま
わ
り
の

人
的
見
る
目
や
態
度
が
述
、
ヮ
」
と
誤
解

し
、
「
タ
パ
コ
ぐ
ら
い
喫
、
え
な
け
り
ゃ
、

E
-
RF

庭

-

n
?

T
h
F、

家
一

:

F

 

-

J
d
て
当
掘

る
一

一

l
G

繁
一
1
四
一

j

!

 

?)
島
一
挙
区

の
一

号
ー
ベ

事

d月
j

L
一

・回
一二
潤
ザ
市
す
1
J

合

一

-
Fbz唱
す
-J

L
一

-

a

一一
平i
h

f

z

a

:

E

一

酒
だ
っ
て
少
し
ぐ
ら
い
い
い
だ
ろ
う
」

と
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
酒
や
タ
パ
コ
を

お
ぼ
え
、
紫
行
不
良
の
グ
ル
ー
プ
が
で

き
‘
や
が
て
空
行
へ
町
道
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
‘
進
学
や
就
職
が
希
川
型
ど
お
り

い
か
な
い
た
め
に
挫
折
感
を
他
き
、
友

人
に
対
す
る
叩
慈
や
、
周
囲
内
自
を
虫

荷
に
感
じ
て
い
る
少
年
が
、
家
に
居
づ

ら
く
外
泊
や
夜
町
外
出
が
多
〈
な
り
、

悪
い
方
向
に
進
ん
で
行
き
や
す
い
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ

の
時
期
的
少
年
た

ち
の
心
は
動
携
し
や
す
F
¥
外
か
ら
の

刺
激
や
情
報
に
も
非
焔
に
敏
感
に
な
っ

て
い
ま
す
し
、
将
来
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
大
切
な
時
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

少
年
迷
と
よ
〈
話
し
合
い
、
カ
を
貸
し

て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

結
胞
も
「
現
実
の
問
題
や
将
来
の
こ

と
¥
税
チ
の
関
係
や
家
胞
の
あ
り
方
」

「
経
済
的
な
こ
と
か
ら
社
会
生
活
向
ル

ー
ル
」
な
ど
、
身
近
か
な
こ
と
か
ら
大

き
な
問
題
ま
で
、
心
を
聞
い
て
話
を
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

対
話
と
心
の
つ
な
が
り
の
あ
る
家
庭

か
ら
非
行
少
年
や
家
出
少
年
が
出
る
-
」

と
は
な
い
は
ず
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
自
主
性
を
認
め
、
そ
の
意
見
を
大
切

に
す
る
こ
と
と
、
放
任
|
つ
ま
り
、
子

と
も
の
し
た
い
ほ
う
だ
い
に
さ
せ
て
お

く
こ
と
は
松
本
的
に
迎
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
「
普
志
向
け
じ
め
』
と
「
日

焔
正
活
に
必
要
な
最
少
限
内
ル
ー
ル
」

を
正
し
〈
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

親
と
し
て
、
冷
静
な
目
と
暖
か
い
心

を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し

〈
、
正
し
〈
成
長
す
る
よ
う
に
力
を
か

し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

/
」

・
楢
山
北
高
演
劇
部
が
熱
演
を
披
露

附
山
北
戸
川
訓
劇
部
は
、
昨
年
間
校
演
劇
全

近
大
会
で
努
力
貨
を
獲
得
し
た
作
品
を
地
元

町
人
た
ち
に
も
凡
て
も
ら
お
う
と
、
十
二
月

二
十
二
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
初
の
校
外
公
椀

を
聞
い
た
。
出
し
も
の
は

「桁
に
群
が
る
女

た
ち
」
で
登
場
人
物
は
女
性
だ
け
だ
が
、
各

自
が
配
役
の
持
ち
味
を
出
し
て
熱
演
、
会
場

か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
あ
び
て
好
評
だ
っ
た
。

‘闘の郡地

前月に

比べて
人口 9，464(+4) 
リ 4，639(+ 6) 
女 4，825(-2) 
世帯 2，679(-4)

(問 31日現伐の)
住民法本台帳人11
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トヒベックえ

(10) 

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

池
田
作
哉
(
出
村
口

長
見
)
田

代

菊

谷

将

勝

(栄

一

五
男
)
昭
和
町

悶
畑
和
郁

(友

明

長

男
)
八

東

伊

藤

照

英

(俊

二
女
)
組

川

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

稲
本

一
次
H
中

村

幸

子

渡

辺

勝

丁
目
矢
内
厚
千

藤

倉

久

雄

1
中

野

英

官

発
行

-
北
海
道
今
金
町
生
t

7

ン
ケ
シ
由
理
事
組
合
五
十
年
記
念

町
内
で
も

一
番
年
く
会
館
を
処
て
る

な
ど
部
部
づ
く
り
に
似
極
的
主
ト
ア
ノ

ケ
ン
で
、
十
二
月
十

一
日
民
事
一
組
合
創

立
4
十
周
年
記
念
式
を
行
っ
た
。
こ
の

日
は
地
域
住
民
が
出
役
で
会
館
広
場
に

建
立
し
た

「政
魂
し
の
記
念
碑
を
除
幕

し
て
祝
い
も
ち
を
ま
き
、
時
代
を
継
い

だ
青
年
た
ち
が
加
政
相
川
四
郎
さ
ん
句
の

功
労
者
に
感
謝
状
を
贈
リ
、
苦
労
し
た

昔
ぶ
し
で
心
新
た
に
語
り
合
っ
て
い
た
。

稲男4卦2

集
/
企
画
課
広
報
係
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秘昇町

白

岩

秋

芳
H
螺

良

節

子

末

広

町

m
H
木

秀

彦

1
坂
本
洋
子
典
、
口
開

園
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

西

国

丑

蔵

七

十

六

歳

旭

町

薄
木
楠
太
郎
七
十
九
歳
大
和
町

阿

部

正

失

六

十

七

歳

旭

町

大

平

か

な

主

九

十
二
歳

鈴

金

坪

川

み

つ

八

十

五

歳

鈴

金

(十
二
月
分
)

印
刷
/
鮒
長
門
出
版
社

日
・

l


